
あなたの意見が授業を創る！ 
 

平成 19 年 １月 12 日 

 

首都大学東京の学生の皆さんへ 

 

      ＦＤ委員会委員長    上野   淳 

                                    基礎教育部会部会長   嶋田 敬三 

 

 

 

「全学共通科目（都市教養科目群と共通基礎教養科目群）に関するアンケート調査」のお願い 

＜首都大学東京の学生として 2 年間授業を受けて実感したこと、思ったことなど率直にお答え下さい。＞ 

 

 

この全学共通科目全体についてのアンケート調査は、本学のＦＤ委員会と基礎教育部会がファカルテ

ィ・ディベロップメント（FD）活動の一環として、教育の現状を把握し、今後の授業改善などに役立てるため

に行うものです。 

裏面の調査票は、2 年生の皆さんの目から見て、首都大学東京の全学共通科目の授業やカリキュラムに

関して意見を尋ねる内容となっています。是非とも皆さんの忌憚のない意見をお聞かせいただき、学生と

教員・職員のみんなで授業を創る「共創」の精神で、明日の首都大学の授業を改善していきましょう。 

  

 

＜回答方法＞ 

裏面の調査票のそれぞれの質問について、最も適切と思われる番号を選び、マークカードに H か HB

の黒鉛筆でマークしてください。 

自由記述については、マークカード裏面の該当する番号の枠内に、意見を記述して下さい。 

回答が済みましたら、「回収用封筒」にマークカードを入れてください。 

最後に提出する人は「封印シール」で「回収用封筒」を封印してください。 

（開封は FD 委員会と基礎教育部会の責任において行います。） 

 

 

※このアンケート結果は、個人のプライバシーを守るため統計的に処理するとともに、得られたデータはこ

の調査目的以外には一切使用しません。また、このアンケート調査が、あなたの成績に影響することは

一切ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先：南大沢キャンパス １号館 １階  基礎教育センター事務室 教務課 中尾・白岩 
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「全学共通科目（都市教養科目群と共通基礎教養科目群）に関するアンケート調査」 

＜首都大学東京の学生として 2 年間授業を受けて実感したこと、思ったことなど率直にお答え下さい。＞ 
 

 

以下の設問に対して、マークカードの該当する箇所に H か HB の鉛筆でマークして下さい。 

(マークカードの該当しない欄は空欄のままで結構です。) 

 

【あなた自身のことについて】 

性    別  １．男       ２．女 

学    年  １．２年       

学系・学部等    １．人文・社会系  ２．法学系  ３．経営学系 ４．理工学系 ５．都市環境  ６．システムデザイン  ７．健康福祉 

 
 
 
以下の質問について、次の５段階評価に従って最も適切と思われる番号をマークカードにマークして下さい。 

全くそう思わない そう思わない どちらとも言えない  そう思う    強くそう思う 

1---------------------2------------------------3----------------------------4---------------------------5 
 
［授業選択関連］ 
１．4 月および 10 月のガイダンスで、全学共通科目の授業内容や履修方法がよく理解できた．1------2------3------4------5 
２．『履修の手引』によって、全学共通科目の授業内容や履修方法がよく理解できた．     1------2------3------4------5 
３． 『授業案内（シラバス）』は授業科目を選択する際に役に立った．               1-------2------3-------4------5 
４．首都大学のホームページは、全学共通科目の授業内容や履修方法の理解に役だった．    1------2------3------4------5 
５． ４月および 10 月の履修相談は、履修計画を立てるのに役立った．                      1------2------3------4------5 
６．全学共通科目の時間割は満足できるものであり、取りたい授業を受講することができた．  1------2------3------4------5 
７． 履修申請は問題なくスムーズに行うことができた．                               1------2------3------4------5 

 
［授業関連］ 
８．「基礎ゼミナール」の授業によって大学生としての基本的な学習力が身に付いた．      1------2------3------4------5 
９．「実践英語」の NSE 担当授業は、英語コミュニケーション能力の向上に役立った．    1------2------3------4------5 
10．「実践英語」の日本人担当授業は、英語の文章読解力の向上に役立った．         1------2------3------4------5 
11．「情報リテラシー」の授業では、パソコンや情報の活用力が身に付いた．         1------2------3------4------5 
12．「都市教養プログラム」の授業で、学際的・総合的に学ぶことができた．         1------2------3------4------5 
13．「共通基礎教養科目（未修言語、保健体育、その他の教養科目、理工系共通基礎科目）」の 

授業によって、教養を深め、専門の基礎を固めることができた．                 1-------2------3------4------5 
14．全学共通科目を受講して基礎的な学力を身に付けることができた．            1------2------3------4------5 
15．この 2 年間受講した全学共通科目は、全体として満足できるものであった．       1------2------3------4------5 
 
［自由記述：マークカードの裏面に自由に記述して下さい．］ 
① 全学共通科目の授業を通じて、あなたが改善して欲しいと思うことはなんですか． 
② 全学共通科目の授業を通じて、あなたがよかったと思うことは何ですか． 
③ その他、気付いたことがあれば自由に意見を述べて下さい． 

 
 

（ご協力有り難うございました。首都大学東京FD委員会、教務委員会基礎教育部会） 


